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対
象
と
な
る
方
は
申
請
を

市
で
は
、
市
内
に
在
住
（
外
国

人
を
含
む
）
で
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
医
療
費

の
自
己
負
担
額
の
一
部
ま
た
は
全

部
を
助
成
す
る
福
祉
医
療
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

制
度
の
適
用
を
受
け
る
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
に
は
、
保
険
証
と
印
鑑
を
ご

持
参
い
た
だ
く
他
、
制
度
に
よ
り

必
要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、

担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

（
乳
幼
児
医
療
を
除
く
）

現
在
、
受
給
中
の
方
に
つ
い
て

は
、
前
年
の
所
得
な
ど
を
も
と
に

８
月
か
ら
の
受
給
資
格
を
判
定
し
、

受
給
資
格
の
あ
る
方
に
は
新
し
い

受
給
者
証
を
、
な
い
方
に
は
却
下

通
知
を
７
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

判
定
に
は
、
所
得
証
明
な
ど
の
書

類
の
提
出
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
母
子
家
庭
等
医
療

対
象
の
方
は
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。◇

◇

昨
年
、
所
得
超
過
に
よ
り
受
給

対
象
外
と
な
っ
た
方
で
も
、
所
得

の
変
動
や
世
帯
構
成
の
変
更
な
ど

に
よ
り
、
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
重
度
障
害
老
人
健
康
管

理
費
は
７
月
中
に
、
そ
れ
以
外
は

８
月
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

老
人
保
健
受
給
対
象
者
の
方

が
、
病
院
な
ど
の
窓
口
で
支
払

う
一
部
負
担
金
の
割
合
（
１
割

ま
た
は
２
割
）
は
、
当
該
年
度

の
所
得
金
額
な
ど
に
よ
り
、
毎

年
８
月
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す
。

負
担
割
合
が
変
わ
る
方
に
は
、

７
月
中
に
新
し
い
老
人
保
健
法

医
療
受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
今
ま
で
使
用
し
て
い

た
医
療
受
給
者
証
を
保
険
年
金

課
ま
で
必
ず
お
返
し
く
だ
さ
い
。

現
在
、
京
都
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
さ
れ
て
い
る
前
期
高
齢
者

の
方
（
昭
和
７
年
１０
月
１
日
か
ら

昭
和
１０
年
７
月
１
日
ま
で
に
お
生

ま
れ
の
方
）
が
お
持
ち
の
高
齢
受

給
者
証
は
、
７
月
３１
日
で
有
効
期

限
が
切
れ
る
た
め
、
８
月
１
日
以

降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
７
月
中

に
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
郵
送

で
お
届
け
し
ま
す
。

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
が
お
手

元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
古
い
高
齢

受
給
者
証
は
、
細
か
く
刻
ん
で
処

分
さ
れ
る
か
、
保
険
年
金
課
へ
返

還
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証

の
記
載
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。
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人
保
健
と
市
老
人
医
療
の
受

給
者
の
う
ち
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
は
、
入
院
時
に
窓
口
で
支

払
う
一
部
負
担
金
の
１
か
月
当
た

り
の
上
限
額
が
、
４
万
２００
円
か
ら

２
万
４
千
６００
円
（
世
帯
の
収
入
が

一
定
基
準
以
下
の
場
合
に
は
、
１

万
５
千
円
）
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

適
用
を
受
け
る
に
は
、「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
年
金
課
ま

た
は
福
祉
介
護
課
で
申
請
を
行
い
、

認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
市
老
人
医
療
受
給
者

の
方
は
、
事
前
に
健
康
保
険
の
加

入
先
で
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

新
規
の
申
請
は
、
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
お
持

ち
の
認
定
証
は
、
７
月
３１
日
で
有

効
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
限
度
額
適
用
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
８
月
中
に
改
め
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ

老
人
保
健

保
険
年
金
課
年
金
老

人
保
健
担
当（
�
３７１
・
７
２
５
４
）

老
人
医
療

福
祉
介
護
課
福
祉
医

療
担
当
（
�
３７１
・
７
２
１
６
）

※
申
請
・
問
合
せ
先
が
異
な
る
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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生
後
９１
日
以
上

の
飼
い
犬
は
、
狂

犬
病
予
防
法
に
よ

り
、
年
１
回
の
狂

犬
病
予
防
注
射
と

生
涯
１
度
の
登
録

が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
４
月

に
行
わ
れ
た
集
合

注
射
で
接
種
を
受

け
な
か
っ
た
犬
に
は
、
お
近
く
の

動
物
病
院
で
個
別
に
注
射
を
受
け

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
不
法
上
陸
犬
な
ど
に
よ

る
狂
犬
病
の
日
本
へ
の
侵
入
が
危

惧
さ
れ
て
お
り
、
狂
犬
病
予
防
注

射
の
接
種
が
重
要
な
対
策
と
な
っ

て
い
ま
す
。
愛
す
る
ペ
ッ
ト
を
守

る
だ
け
で
な
く
、
狂
犬
病
発
症
を

予
防
し
国
内
の
流
行
を
防
ぐ
た
め

に
も
、
愛
犬
に
は
予
防
注
射
を
受

け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
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思
い
出
に
残
る
修
学
旅
行
や
学
芸
会
、
運
動
会
な
ど
の

学
校
行
事
に
ま
つ
わ
る
写
真
や
児
童
作
品
な
ど
、
多
彩
な

学
校
資
料
を
展
示
し
ま
す
（
体
験
コ
ー
ナ
ー
有
り
）。

開
催
期
間

７
月
２３
日
（
土
）
〜
１０
月
８
日
（
土
）

※
水
曜
日
は
休
館

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入
館
は
午
後
４
時
３０
分
ま
で
）

入
館
料

大
人
２００
円

子
ど
も
（
小
・
中
・
高
）
１００
円

（
団
体

大
人
１６０
円

子
ど
も
８０
円
）

※
市
内
の
小
・
中
学
生
は
、
土
日
無
料

問
合
せ

市
学
校
歴
史
博
物
館
（
御
幸
町
通
仏
光
寺
下
る

�
３４４
・
１
３
０
５
）

６
月
５
日
（
日
）
に
、
市
消
防

団
総
合
査
閲
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

査
閲
に
は
、
市
内
各
消
防
団
を

代
表
す
る
１１
分
団
が
出
場
。
区
内

２３
分
団
を
代
表
す
る
植
柳
消
防
分

団
が
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
ま

し
た
。

下
京
区
民
大
運
動
会

総
合
優
勝

安
寧
体
育
振
興
会

総
合
準
優
勝

修
徳
体
育
振
興
会

第
５１
回
下
京
区
民

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

優

勝

光
徳
体
育
振
興
会

準
優
勝

七
条
第
三
体
育
振
興
会

三

位

大
内
体
育
振
興
会

七
条
体
育
振
興
会

第
３７
回
下
京
区
民
壮
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

優

勝

七
条
第
三
体
育
振
興
会

準
優
勝

大
内
体
育
振
興
会

三

位

郁
文
体
育
振
興
会

七
条
体
育
振
興
会
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今
回
か
ら
４
回
に
分
け
て
、

区
内
の
「
源
氏
ゆ
か
り
の
地
」

を
紹
介
し
ま
す
。
第
１
回
は
、

牛
若
丸
と
弁
慶
の
出
会
い
に
ま

つ
わ
る
場
所
を
取
り
上
げ
ま
す
。

五
條
天
神
社

（
松
原
通
西
洞
院
西
入
）

空
海
の
開
基
と
言
わ
れ
る
古

社
。
医
薬
・
厄
除
け
の
神
と
し

て
崇
敬
さ
れ
て
き
た
。

義
経
一
代
記
を
書
い
た
「
義

経
記
」
に
は
、
義
経
と
弁
慶
が

出
会
っ
た
地
と
書
か
れ
て
い
る
。

当
時
、
陰
陽
師
の
鬼
一
法
眼
が

秘
蔵
す
る
兵
法
書
を
、
そ
の
娘

を
通
し
て
書
き
写
し
た
義
経
は
、

怒
っ
た
法
眼
に
こ
の
地
に
誘
い

出
さ
れ
る
が
、
天
神
に
勝
利
を

祈
願
し
、
法
眼
方
の
相
手
を
討

ち
取
る
。
一
方
、
弁
慶
は
京
の

町
で
の
太
刀
千
本
取
り
を
願
っ

て
五
條
天
神
に
詣
で
、
そ
の
夜

に
二
人
は
出
会
う
。

童
謡
に
「
京
の
五
条
の
橋
の

上
…
」
と
あ
る
が
、
こ
の
橋
は

当
時
五
條
天
神
社
の
東
側
に
流

れ
る
西
洞
院
川
に
か
か
っ
て
い

た
橋
と
さ
れ
る
。

牛
若
丸
と
弁
慶
の
像

（
五
条
大
橋
西
詰
）

御
所
人
形
師
と
し
て
知
ら
れ

る
岡
本
庄
三
氏
作
の
像
。
昭
和

３６
（
１
９
６
１
）
年
に
京
都
青

年
会
議
所
か
ら
市
に
寄
贈
さ
れ

た
。
笛
を
片
手
に
橋
の
欄
干
に

立
つ
牛
若
丸
と
、
薙
刀
を
持
つ

弁
慶
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

※
区
内
の
源
氏
ゆ
か
り
の
地
を

巡
る「
歩
く
モ
デ
ル
ル
ー
ト
」を
、

マ
ッ
プ
「
下
京
ま
ち
な
み
散
歩

３
」（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
配

布
中
）
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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�
「源氏ゆかりの地」特集�

認
知
症
の
高

齢
者
や
知
的
障

害
、
精
神
障
害

の
あ
る
方
の
中

に
は
、「
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
な
ど
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
い

け
ど
手
続
き
が

不
安
」、「
お
金

の
出
し
入
れ
や

通
帳
・
印
鑑
の

管
理
が
一
人
で

で
き
な
い
」
な

ど
で
困
っ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
ま

す
。地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
は
、

契
約
な
ど
の
判
断
に
不
安
を
持
つ

方
が
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

援
助
や
日
常
的
な
金
銭
管
理
を
お

手
伝
い
す
る
事
業
で
す
。

「
生
活
支
援
員
」を
募
集
中

事
業
の
担
い
手
で
あ
る
「
生
活

支
援
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

生
活
支
援
員
は
、
利
用
者
と
社

会
福
祉
協
議
会
が
話
し
合
っ
て
決

め
た
「
支
援
計
画
」（
ど
の
よ
う
な

お
手
伝
い
を
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度

で
行
う
か
）
に
沿
っ
て
、
ご
自
宅

を
訪
問
し
援
助
を
行
い
ま
す
。

具
体
的
な
業
務
の
内
容

�
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

や
契
約
が
で
き
る
よ
う
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。

�
届
い
た
郵
便
物
を
一
緒
に
読
ん

で
確
認
し
ま
す
。

�
一
か
月
の
生
活
費
が
ど
れ
く
ら

い
必
要
な
の
か
を
一
緒
に
考
え
、

金
融
機
関
か
ら
の
払
い
戻
し
や
公

共
料
金
の
支
払
い
を
支
援
し
ま
す
。

登
録
要
件

�
市
内
在
住
の
７０
歳
ま
で
の
方
。

�
週
１
回
〜
月
１
回
の
平
日
２
時

間
程
度
の
活
動
が
で
き
、
年
に
１

〜
２
回
開
催
さ
れ
る
研
修
へ
参
加

で
き
る
方
。

�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
あ
ふ
れ
、

社
会
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方
（
例

え
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
相

談
援
助
業
務
の
経
験
な
ど
が
あ
る

方
）。

※
現
職
の
民
生
児
童
委
員
や
ヘ
ル

パ
ー
な
ど
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

に
従
事
し
て
い
る
方
は
登
録
で
き

ま
せ
ん
。

問
合
せ

下
京
区
社
会
福
祉
協
議

会
（
�
３６１
・
１
８
８
１
）

市・府民税の納付回数の変更

Ｑ 下京太郎さんは、現在、市・
府民税１年分を、Ａ銀行Ｂ支店

からの口座振替で、一括して納付し
ていますが、納期ごとの納付に変更
したいと考えています。どういう手
続きをしたらよいのでしょうか。

Ａ 下京太郎さんの平成１７年度の
市・府民税は、第１期の納期の

末日（６月３０日）に、Ａ銀行Ｂ支店
の口座から既に１年分が一括して引
き落とされています。したがって、納期ごとの期別納付は
平成１８年度分からの取扱いになります。
手続きには、預金通帳や通帳届出印、納税通知書などの
納税者コードがわかるものを持ってＡ銀行Ｂ支店へ行き、

銀行に備え付けてある「京都市市税口
座振替依頼書」に必要事項を記入した
うえで、銀行の窓口へ提出してくださ
い。
各期ごとの納付から１年分の一括納
付に変更する場合も、同様の手続きと
なります。詳しくは、電話または窓口
でお問い合わせください。
問合せ 市民税課口座振替担当（�３７１
・７１７１）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

市税の市税の基礎知識基礎知識 Q&A Q&A市税の基礎知識 Q&A

けすぞう君の防災 Q&A たばこ火災と放火が増えています

こ
ん
に
ち
は
、
け
す
ぞ
う

君
で
す
。

今
回
は
、
区
内
の
今
年
上

半
期
（
１
〜
６
月
）
の
火
災

発
生
状
況
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。
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下京区内の火災発生状況
下京区内では、今年１月から６月ま
での間に、火災が１１件発生しました。
昨年の同じ時期の火災発生件数が５件
でしたので、６件の増加となっていま
す。また、火災原因は、１１件のうち、
たばこが５件、放火（疑いを含む）が
４件、その他２件となっており、市内
の火災原因と同様、たばこと放火が上
位を占めています。

たばこ 
5件 

放火（疑い含む） 
4件 

その他 
2件 

区内原因別火災件数 

たばこ火災を防ぐには
たばこ火災の原因に、寝たばこやた
ばこの火の消し忘れなどがあります。
「つい、うっかり」ということがない
ように、日ごろから心がけるようにし
ましょう。
たばこ火災を防ぐためのポイントを
ご紹介します。
�寝たばこはやめましょう。
	吸殻は確実に消しましょう。

灰皿は、ふちの広い、安定したもの
を使いましょう。
�灰皿には、水を入れましょう。

�吸殻は、くずかごに捨てないように
しましょう。

放火を防ぐには
放火火災を防止するため、日ごろか
ら放火されにくい環境を保つことが大
切です。火災をなくし、安心して暮ら
せるまちづくりをめざすためにも、次
の「放火防止五カ条」を実践しましょ
う。
�放火防止五カ条
�家の周りには、燃えやすい物を置か
ないようにしましょう。
	夜間、建物の周囲や駐車場は、照明
を点灯して明るくしましょう。

空き家や物置にはカギをかけましょ
う。
�車やバイクなどのボディカバーは、
燃えにくいものを使いましょう。
�地域ぐるみで放火防止に取り組みま
しょう。
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老
人
保
健
受
給

対
象
者
の
方
へ

国
保
加
入
の

前
期
高
齢
者
の
方
へ

一
部
負
担
割
合
が
２
割
の
方
は
お
確
か
め
く
だ
さ
い

老
人
保
健
受
給
対
象
者
及
び
国
保
加
入
の
前
期
高
齢
者
の
う
ち
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
一
部
負
担
割
合
が
２
割
と
な
り
ま

す
。

老
人
保
健

本
人
及
び
世
帯
内
の
７０
歳
以
上
の
方
の
中
に
、
市
民

税
課
税
所
得
が
１４５
万
円
以
上
の
方
が
い
る
場
合

前
期
高
齢
者

前
期
高
齢
者
及
び
世
帯
内
の
老
人
保
健
受
給
対
象

者
の
中
に
市
民
税
課
税
所
得
が
１４５
万
円
以
上
の
方
が
い
る
場
合

た
だ
し
、
次
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り
１
割
負
担

と
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
と
き
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

老
人
保
健

本
人
及
び
世
帯
内
の
７０
歳
以
上
の
方
の
年
間
の
合
計

収
入
が
６２１
万
円
（
世
帯
内
に
他
の
受
給
者
ま
た
は
７０
歳
以
上
の
方

が
い
な
い
場
合
は
４８４
万
円
）
に
満
た
な
い
場
合

前
期
高
齢
者

前
期
高
齢
者
及
び
世
帯
内
の
老
人
保
健
受
給
対
象

者
の
合
計
収
入
額
が
６２１
万
円
（
単
身
世
帯
の
と
き
は
４８４
万
円
）
に

満
た
な
い
場
合

問
合
せ
・
申
請
先

老
人
保
健

保
険
年
金
課
老
人
保
健
担
当
（
�
３７１
・
７
２
５
４
）

前
期
高
齢
者

保
険
年
金
課
資
格
担
当
（
�
３７１
・
７
２
５
２
）

老
人
保
健
・
老
人
医
療
の
入
院
時
一
部

負
担
金
の
上
限
額
が
減
額
さ
れ
ま
す

問
合
せ

衛
生
課
食
品
衛
生
担
当

（
�
３７１
・
７
２
９
９
）

各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会

結
果

１年に１回狂犬病予防
注射を受けさせましょう
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植植
柳柳
消消
防防
分分
団団
がが

活活
躍躍

狂
犬
病
は
…

〇
感
染
し
た
犬
や
ア
ラ
イ
グ

マ
、
狐
な
ど
に
か
ま
れ
た
り

す
る
こ
と
で
人
に
感
染
し
ま

す
。

〇
日
本
国
内
で
は
１
９
５
７

年
以
降
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

〇
ア
ジ
ア
や
ア
メ
リ
カ
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
諸
外
国
で

は
ま
れ
な
病
気
で
な
く
、
全

世
界
で
年
間
数
万
人
が
狂
犬

病
の
感
染
で
死
亡
し
て
い
ま

す
。
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「「思思いい出出のの学学校校行行事事」」
学校歴史博物館企画展

地域福祉権利擁護事業
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老人保健医療の一部負担金相
当額（１割または２割負担、
ただし上限額あり）
※市府民税非課税世帯の方は、
一部負担金が更に減額される
場合があります

健康保険の
自己負担額
から一部負
担金を差し
引いた額

６５歳以上７０歳未満で、次のいずれかに該当す
る方（所得制限あり）
� 所得税非課税世帯に属する方
	 寝たきりや一人暮らし、または老人世帯
（親族のみで構成され、かつ全員が１８歳未満
か６０歳以上、または一定の障害のある方の世
帯）に属する方

老人医療
�
�
福祉介護課
�３７１・７２１６

�
�

なし
老人保健医
療の一部負
担金相当額

次のいずれかに該当する方（所得制限あり）
� １級または２級の身体障害者手帳をお持
ちの方
	 知能指数（ＩＱ）が３５以下である方

 ３級の身体障害者手帳を持ち、ＩＱが５０
以下である方
� ３歳未満の方で障害の程度が�～
と同
程度の方
※重度障害老人健康管理費は、老人保健医療
（国制度）の資格がある方が対象

重度障害老人
健康管理費

�
�
保険年金課
�３７１・７２５４

�
�

なし健康保険の
自己負担額

重度心身障害者医療
�
�
福祉介護課
�３７１・７２１６

�
�

なし健康保険の
自己負担額

次のいずれかに該当する方（所得制限あり）
� 生計を一にする父親のいない児童
	 �の児童と生計を一にする母親

 両親のいない児童と、その児童を扶養す
る２０歳未満の方など

母子家庭等医療
�
�
福祉介護課
�３７１・７２１６

�
�

３歳未満（入院・通院）…１
か月１医療機関につき２００円
３歳以上（入院）…１か月１
医療機関につき２００円
３歳以上（通院）…１か月の
自己負担額の合計が８，０００円を
超えた額を後から払い戻し

健康保険の
自己負担額
から一部負
担金を差し
引いた金額

小学校就学前までの乳幼児（所得制限なし）
乳幼児医療

�
�
福祉介護課
�３７１・７２１６

�
�

一部負担金支給内容対象となる方制度名
（問合せ・申請先）

８
月
１
日
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税

第
２
期
分
の
納
期
限
で
す
。

＊
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
延
滞
金
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

市
民
税
課
（
�
３７１
・
７
１
７
１
）
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西
洞
院
通 

N

松原通 

五條天神社 
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消消防防団団員員募募集集中中
皆さんも消防団に入団しませんか。
入団方法など詳しくは、お近くの消
防団員または下京消防署庶務係（�
３６１・４４１１）までお問い合わせくださ
い。

河
原
町
通 

N

五条通 

鴨
川 

牛若丸と 
弁慶の像 
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